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はじめに 

 

この度は弊社ソフトウェア『RADENグラフプラグイン』をご購入いただき、 

誠にありがとうございます。 

 

本書は RADENのアプリケーション作成用ソフトウェア「グラフプラグイン」について説明いた

します。 
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 グラフプラグインについて 

 

グラフプラグインは、グラフの表示機能を追加するプラグインです。 

「帳票プラグイン」が導入されていれば、帳票にグラフを印刷することもできます。 

 

 追加される部品 

 

グラフプラグインをインストールすることで、以下の部品が使用可能となります。 

 

種類 名称 概要 

画面部品 

  グラフ 縦棒・折れ線・面・散布図の複合グラフを表示します。 

  円グラフ 円グラフを表示します。 

  ドーナツグラフ ドーナツグラフを表示します。 

  レーダーチャート レーダーチャートを表示します。 

  積上棒グラフ 積み上げ棒グラフを表示します。 

  割合棒グラフ 積み上げ棒グラフを割合で表示します。 

  積上面グラフ 積み上げ面グラフを表示します。 

  割合面グラフ 積み上げ面グラフを割合で表示します。 

  横棒グラフ 横棒グラフを表示します。 

  積上横棒グラフ 積み上げ横棒グラフを表示します。 

  割合横棒グラフ 積み上げ横棒グラフを割合で表示します。 

帳票部品 

  グラフ 縦棒・折れ線・面・散布図の複合グラフを印刷します。 

  円グラフ 円グラフを印刷します。 

  ドーナツグラフ ドーナツグラフを印刷します。 

  レーダーチャート レーダーチャートを印刷します。 

  積上棒グラフ 積み上げ棒グラフを印刷します。 

  割合棒グラフ 積み上げ棒グラフを割合で表示し、印刷します。 

  積上面グラフ 積み上げ面グラフを印刷します。 

  割合面グラフ 積み上げ面グラフを割合で表示し、印刷します。 

  横棒グラフ 横棒グラフを印刷します。 

  積上横棒グラフ 積み上げ横棒グラフを印刷します。 

  割合横棒グラフ 積み上げ横棒グラフを割合で表示し、印刷します。 
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 プラグインを使用する 

 

この章では、グラフプラグインの各部品について、基本的な使い方を説明します。 

 

３.１ グラフ部品の配置 

 

画面や帳票にグラフ部品を配置します。 

 

３.１.１ オブジェクトの配置 

 

RADENの他の画面部品や帳票部品と同様に、部品を画面・帳票のオブジェクト編集エリアにドラ

ッグ＆ドロップします。 

 

 

  



３ プラグインを使用する 

 

- 3 - 
 

３
.２

 グ
ラ
フ
設
定

 
 

 
 

 

３.２ グラフ設定 

 

グラフに表示する項目の設定を行います。 

グラフ設定は、グラフ部品のプロパティから行います。グラフの各部品を選択すると、プロパ

ティグリッドに「グラフ設定」が表示されます。この項目の編集ボタンをクリックすると、グラ

フ設定画面が表示されます。 

 

 

 

項目 概要 

タイトル設定 グラフのタイトルと、そのフォントを設定します。 

凡例設定 凡例の表示位置と、そのフォントを設定します。 

Y軸設定 グラフの縦軸の設定を行います。グラフの縦軸を Y軸と表します。 

X軸設定 グラフの横軸の設定を行います。グラフの横軸を X軸と表します。 

系列設定 グラフに表示する系列の設定を行います。系列は最大 10まで追加できま

す。 

サンプル表示 グラフがどのように表示されるか、設定結果のサンプルを表示します。 

 

 

Y 軸設定 

凡例設定 

X軸設定 

タイトル設定 
サンプル表示 

系列設定 
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 グラフ設定画面左下の「追加」ボタンを押下し、系列を追加します。追加された列のグラフ種

別から表示したいグラフを選択します。 

 

 

３.２.１ タイトル設定 

 

グラフに表示するタイトルの設定を行います。表示する文字列と、そのフォントを設定できま

す。 

タイトルの文字列は、「グラフタイトル」のテキストボックスに直接入力して設定します。 

フォントは、「タイトルフォント」のボタンをクリックして表示される、フォントのダイアロ

グで設定します。 
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３.２.２ 凡例設定 

 

グラフに表示する凡例の位置と、凡例に表示する文字列のフォントを設定します。 

凡例の位置は、「凡例表示」のコンボボックスで、「上、右、下、左、表示しない」から選択

します。表示位置は、以下のようになります。 

 
 

フォントは、「凡例フォント」のボタンをクリックして表示される、フォントのダイアログで

設定します。 

 

 

 

 

 

<上> 

<下> 

<左> <右> <表示しない> 
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 ３.２.３ 軸の設定 

 

軸の設定では、グラフの「Y軸設定」（縦軸）、「X軸設定」（横軸）の設定を行います。「Y

軸設定」ボタン、「X軸設定」ボタンをクリックすると「軸の設定」画面が表示されます。 

 

 

項目 概要 

①タイトル 軸に表示するタイトルを設定します。 

②タイトルフォント 軸のタイトルのフォントを設定します。 

③ラベルフォント 軸のラベルのフォントを設定します。 

④データタイプ 軸に表示するデータのタイプを設定します。 

「自動」「数値」「日時」のいずれかを選択します。 

設定内容については後述します。 

⑤範囲 グラフの縦軸の表示範囲を設定します。 

⑥目盛り グラフの縦軸の目盛りの間隔と、線種を設定します。 

⑦正の値の最小値を 0に

する 

全てのデータが正の値である場合、軸の起点を 0とするよう設

定します。 

この設定は「グラフ」「横棒グラフ」「レーダーチャート」の Y

軸の設定で表示されます。 

⑧補助目盛り 縦軸の補助目盛りをグラフに表示するかと、その間隔、線種を

設定します。 

 

1. データタイプの設定 

 

データタイプの設定では、軸で使用するデータのタイプを「自動」「数値」の 2種類から選

択します。 

また、「グラフ」「積上棒グラフ」「割合棒グラフ」「積上面グラフ」「割合面グラフ」の

X軸、「横棒グラフ」「積上横棒グラフ」「割合横棒グラフ」の Y軸では、「日時」型の

「年」「月」「日」「時」「分」「秒」を使用することができます。 

① 
② 
③ 
④ 

⑤ 

⑥ 
⑧ 

⑦ 
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「自動」を選択した場合は、従来通りデータリンクで受け取ったデータをもとに自動で軸が

設定されます。「数値」「日時」を選択した場合は、それぞれの形式に変換して設定されま

す。 

また、「数値」「日時」については、ラベルに表示するデータのフォーマットを指定できま

す。 

 
数値設定では、小数点以下の桁数と桁区切りの「,」を表示するかを指定します。 

 

例：小数点以下 3桁、桁区切りありの場合 

 

 

日時設定では、日時の表示形式と表示する要素を選択します。 

表示形式は以下の 4種類から選択します。 

yyyy/mm/dd 12h:mm:ss 日付を「/」、時間を「：」で区切った日時を 

12時間表記で表示します。 

yyyy/mm/dd 24h:mm:ss 日付を「/」、時間を「：」で区切った日時を 

24時間表記で表示します。 

yyyy年 mm月 dd日 12h時間 mm分 ss秒 和暦の日時を 12時間表記で表示します。 

yyyy年 mm月 dd日 24h時間 mm分 ss秒 和暦の日時を 24時間表記で表示します。 

 

年月日時分秒でチェックされた項目をラベルに表示します。 

 

例：和暦 12時間表記、年月日と時間まで表示の場合 

 

 

 

<数値の設定> 

<日時の設定> 
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 2. Y軸の表示内容 

 

Y軸の設定は、グラフ上で下図のように反映されます。 

 

 

「グラフ」「横棒グラフ」「レーダーチャート」の Y軸設定では「正の値の最小値を 0にす

る」が表示されます。 

「正の値の最小値を 0にする」をチェックした場合、軸の値が全て正の数値となる状態では

では常に 0を起点とて表示します。 

 

「正の値の最小値を 0にする」をチェックを外した場合は、数値の範囲に応じた最小値が設

定されます。 

 

どちらの場合でも、最小値が設定されていた場合はそちらが優先されます。 

  

タイトルと 

フォント 
ラベルフォント 

データタイプ：数値 

小数点以下の桁数：1 

桁区切り：有効 

範囲：100～10000 

目盛り：1000間隔で実線表示 

補助目盛り：500間隔で破線表示 
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3. X軸の表示内容 

 

X軸の設定は、グラフ上で下図のように反映されます。 

 

 

３.２.４ 系列設定 

 

系列設定では、グラフに表示するデータの系列を設定します。 

 

 

項目 概要 

①名称 系列の名称。円グラフ・ドーナツグラフ・レーダーチャート以外の部

品では、ここに設定した名称が凡例に表示されます。 

②グラフ種別 「グラフ」部品でのみ、グラフの種別を選択します。 

「縦棒グラフ」「面グラフ」「折れ線グラフ」「散布図」の 4種類

から選択します。 

③色 系列の色を設定します。 

④マーカータイプ グラフ上の、値の位置に表示するマーカーの種類を選択します。 

「四角形」「円形」「ひし型」「三角形」「×型」の 5種類から選

択します。 

⑤線種 線の種類を選択します。「なし」「鎖線」「一点鎖線」「二点鎖

線」「点線」「実線」の 6種類から選択します。 

この設定は、グラフ種別に「折れ線グラフ」を選択した場合のみ有

効です。 

タイトルとフォント 

ラベルフォント 

範囲：5～15 

目盛り：5間隔で実線 

補助目盛り：1間隔で破線 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 
⑦ ⑧ ⑨

⑧ 
⑩

⑧ 

⑪

⑧ 
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 ⑥線の太さ 線の太さを数値で設定します。この設定は、「線種」と同様にグラ

フ種別に「折れ線グラフ」を選択した場合のみ有効となります。 

⑦空データの描画 空データを描画するかを設定します。 

⑧凡例表示 系列を凡例に表示するかを設定します。 

⑨値表示 グラフに値を表示するかを設定します。 

⑩フォント グラフに表示する値のフォントを設定します。 

この設定は、「値表示」を有効にした場合のみ反映されます。 

⑪文字色 グラフに表示する値の文字色を設定します。 

この設定は、「値表示」を有効にした場合のみ反映されます。 

 

設定可能な項目は、グラフ部品によって異なります。 

グラフと設定項目の対応は下表を参照して下さい。 

○･･･設定可能な項目 

部品 

設定項目 

名
称 

グ
ラ
フ
種
別 

色 

マ
ー
カ
ー
タ
イ
プ 

線
種 

線
の
太
さ 

空
デ
ー
タ
の
描
画 

凡
例
表
示 

値
表
示 

フ
ォ
ン
ト 

文
字
色 

グラフ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

円グラフ ○  ○       ○ ○ 

ドーナツグラフ ○  ○       ○ ○ 

レーダーチャート ○           

積上棒グラフ ○  ○     ○ ○ ○ ○ 

割合棒グラフ ○  ○     ○ ○ ○ ○ 

積上面グラフ ○  ○    ○ ○ ○ ○ ○ 

割合面グラフ ○  ○    ○ ○ ○ ○ ○ 

横棒グラフ ○  ○     ○ ○ ○ ○ 

積上横棒グラフ ○  ○     ○ ○ ○ ○ 

割合横棒グラフ ○  ○     ○ ○ ○ ○ 

 

系列の設定はアクションからも設定できます。設定項目は「6.部品リファレンス」の「6.1.1 

系列」をご参照ください。 
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３.２.５ 表示設定 

 

円グラフ、ドーナツグラフでは、グラフ内に系列の名称やデータの値を表示できます。 

名称や値を表示したい場合、ラベルへの表示設定が必要です。 

 
表示設定の項目を組み合わせて表示するラベルの設定ができます。 

これらの設定は、「値表示」が有効の場合のみ反映されます。 

 

項目 概要 

①ラベルに名称を表示 系列の名称をグラフに表示します。 

②ラベルをグラフ外に表示 ラベルに表示した名称・値をグラフの外に表示します。 

③ラベルに値を表示 データの値をグラフに表示します。 

④ラベルデータタイプ ラベルのデータタイプを指定します。 

設定内容は軸のラベル設定と同一です。 

(３.２.３.軸の設定 参照) 

⑤ラベルフォーマット ラベルの表示フォーマットを設定します。 

設定内容は軸のラベル設定と同一です。 

(３.２.３.軸の設定 参照) 

 

表示設定で、「ラベル名に名称を表示」「ラベルをグラフ外に表示」を選択した場合、以下の

ように表示されます。 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ ⑤ 
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 ３.３ データリンク設定 

 

グラフに表示するデータは、データリンクを使用して設定します。 

データリンクの対象となる項目は、グラフ部品によって異なります。 

部品 設定項目 

グラフ グラフ設定画面で追加した系列の項目それぞれに対する、X/Yの値 

円グラフ 固定の「ラベル」「データ」 

ドーナツグラフ 固定の「ラベル」「データ」 

レーダーチャート 固定の「系列名」と、グラフ設定画面で追加した系列の項目 

積上棒グラフ グラフ設定画面で追加した系列の項目それぞれに対する、X/Yの値 

割合棒グラフ グラフ設定画面で追加した系列の項目それぞれに対する、X/Yの値 

積上面グラフ グラフ設定画面で追加した系列の項目それぞれに対する、X/Yの値 

割合面グラフ グラフ設定画面で追加した系列の項目それぞれに対する、X/Yの値 

横棒グラフ グラフ設定画面で追加した系列の項目それぞれに対する、X/Yの値 

積上横棒グラフ グラフ設定画面で追加した系列の項目それぞれに対する、X/Yの値 

割合横棒グラフ グラフ設定画面で追加した系列の項目それぞれに対する、X/Yの値 
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 各部品の説明 

 

グラフプラグインの基本的な設定について説明しました。この章では、それぞれのグラフ部

品固有の機能について説明します。 

 

４.１ グラフ 

 

グラフ部品は、縦棒グラフ・折れ線グラフ・面グラフ・散布図の 4種類のグラフの複合グラフを

表示・印刷する部品です。 

グラフに表示するデータは、「系列」という単位で表します。 

以下の例では、4つの系列を設定し、それぞれの系列に異なるグラフ種別を設定しています。 

 

４.１.１ グラフ設定 

 

グラフ部品のグラフ設定画面です。 

 
 

「グラフ」部品では、グラフ設定画面の全項目について設定します。 

系列は 10件まで追加でき、それぞれのグラフ種別にグラフタイプを設定できます。複数のグラ

フを表示する複合的なグラフの作成が可能です。 
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４.１.２ データリンク設定 

 

グラフ部品に表示したいデータを設定します。データコネクタをダブルクリックし、データリ

ンク詳細設定画面を表示します。接続対象にグラフを選択するとリンクターゲット選択画面が表

示されます。リンクターゲット選択画面でグラフの系列それぞれの X軸、Y軸に割付したいデー

タをクリックで設定します。 

 

 

「系列 1」～「系列 3」の 3つの系列を設定しています。 
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４.１.３ 使用例 

 

グラフ設定画面で追加した系列「X、Y1、Y2、Y3」に対して、それぞれのデータを指定します。

 
 

  

<データリンク詳細設定> <データ> 

<表示結果> 
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４.２ 円グラフ・ドーナツグラフ 

 

円グラフ・ドーナツグラフ部品は、円全体を 100として、その割合毎に色で区切ったグラフを

表示・印刷する部品です。 

 

 

４.２.１ グラフ設定 

 

円グラフ部品のグラフ設定画面です。 

ドーナツグラフ部品のグラフ設定画面は、サンプルに表示されるグラフ以外、円グラフと全て

同一です。 

 

円グラフ・ドーナツグラフ部品の系列設定は、あらかじめ設定された「系列 1」～「系列 10」

までの 10系列の色を設定します。 

系列の数は、データのレコード数によって決まります。データの件数が 10件を超える場合、11

件目のデータは「系列 1」に設定した色から、繰り返し表示されます。 
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４.２.２ データリンク設定 

 

円グラフ・ドーナツグラフ部品のデータリンクは、固定で「ラベル」「データ」の 2項目に対

して設定します。 

「ラベル」には凡例に表示する文字列、「データ」には、グラフに表示する値を設定します。 

「ラベル」にデータリンクを設定しなかった場合、「データ*」という名称を自動的に設定しま

す。(*には、1～の数字が入ります) 
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４.２.３ 使用例 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<データ> <データリンク設定> 

<表示結果> 
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４.３ レーダーチャート 

 

レーダーチャート部品は、複数の項目を縦軸にとり、縦軸の原点を１つにまとめて放射線状にあ

らわしたグラフを表示・印刷する部品です。 

 

４.３.１ グラフ設定 

 

レーダーチャート部品のグラフ設定画面です。 

 

設定項目は、グラフ表示[タイトル、凡例表示、Y軸設定]、系統設定[名称]です。 

系列設定では、項目の追加・削除と、名称の変更が可能です。追加された項目は、上から時計回

りに均等配置されます。 

Y軸設定にデータの範囲と目盛りを設定します。設定したデータの間隔に円が表示されます。 
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 ４.３.２ データリンク設定 

 

レーダーチャート部品にデータリンクできる項目は、固定の「系列名」と、グラフ設定画面で追

加した項目名です。「系列名」には、凡例に表示される名称を設定します。 

 

グラフ設定画面で設定した項目名に対して、各項目のデータを設定します。 

(上図では、「国語」「数学」「英語」「理科」「社会」の 5項目に対してデータをリンクでき

ます。) 
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４.３.３ 使用例 

 

以下の例では、系統名に年度を指定し、各教科のデータをレーダーチャートの各項目に指定しま

す。 

 

  

<データ> <データリンク詳細設定> 

<表示結果> 
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 ４.４ 積上棒グラフ/割合棒グラフ 

 

積上棒グラフ部品と割合棒グラフ部品は、複数の系列のデータを上へ 1列に積み上げて表示する

グラフを表示・印刷する部品です。 

 
４.４.１ グラフ設定 

 

積上棒グラフ部品のグラフ設定画面です。 

 

設定項目は、グラフ表示[タイトル、凡例表示、Y軸設定、X軸設定]、系統設定[名称、色、凡例

表示、値表示、フォント、文字色]です。 

「グラフ」部品と同様に軸の設定を行います。 

 

４.４.２ データリンク設定 

 

積上棒グラフ部品と割合棒グラフ部品にデータリンクできる項目は、グラフ部品と同様です。 
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４.５ 積上面グラフ/割合面グラフ 

 

積上面グラフ部品と割合面グラフ部品は、複数の系列のデータを上に積み上げて表示するグラ

フを表示・印刷する部品です。 

 
４.５.１ グラフ設定 

 

積上面グラフ部品のグラフ設定画面です。 

 

設定項目は、グラフ表示[タイトル、凡例表示、Y軸設定、X軸設定]、系統設定[名称、色、凡例

表示、値表示、フォント、文字色]です。 

「グラフ」部品と同様に軸の設定を行います。 

 

４.５.２ データリンク設定 

 

積上面グラフ部品と割合面グラフ部品にデータリンクできる項目は、グラフ部品と同様です。 
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 ４.６ 横棒グラフ 

 

横棒グラフ部品は、数や量を横棒の長さであらわすグラフを表示・印刷する部品です。 

 
４.６.１ グラフ設定 

 

横棒グラフ部品のグラフ設定画面です。 

 

設定項目は、グラフ表示[タイトル、凡例表示、Y軸設定、X軸設定]、系統設定[名称、色、凡例

表示、値表示、フォント、文字色]です。 

軸の設定は、垂直方向が X軸、水平方向が Y軸となります。 

 

４.６.２ データリンク設定 

 

横棒グラフ部品にデータリンクできる項目は、グラフ部品と同様です。 
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４.７ 積上横棒グラフ/割合横棒グラフ 

 

積上横棒グラフ部品と割合横棒グラフ部品は、複数の系列のデータを横へ１列に積み上げて表

示するグラフを表示・印刷する部品です。 

 

４.７.１ グラフ設定 

 

積上横棒グラフ部品のグラフ設定画面です。 

 

設定項目は、グラフ表示[タイトル、凡例表示、Y軸設定、X軸設定]、系統設定[名称、色、凡例

表示、値表示、フォント、文字色]です。 

軸の設定は、垂直方向が X軸、水平方向が Y軸となります。 

 

４.７.２ データリンク設定 

 

積上横棒グラフ部品と割合横棒グラフ部品にデータリンクできる項目は、グラフ部品と同様で

す。 
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 帳票用部品について 

 

帳票で使用するグラフ部品では、印刷するデータの範囲を指定できます。 

データの範囲を指定することで、以下のような使い方ができます。 

 

・複数ページの帳票の先頭ページにのみ全データのグラフを印刷する。 

・ページ毎に、そのページ内のデータのグラフを印刷する。 

・全体のデータの個数に関係なく、常に一定の個数のデータを印刷する。 

 

５.１ データ範囲の設定 

 

データ範囲は、各部品のプロパティで設定します。 

 

以下の 3種類から選択します。 

選択項目 概要 

全データ データリンクで受け取った全てのデータを使用してグラフを印

刷します。この設定では、複数ページの印刷が行われる場合、

全てのページに同じグラフが印刷されます。 

ページ連動 ページ内で使用されるデータを使用してグラフを印刷します。 

この設定の場合、グラフを配置したセクション以外のセクショ

ンで、繰り返し配置を設定する必要があります。 

繰り返し配置を行わない場合、1レコード分のみのグラフが印刷

されます。 

カスタム 「使用レコード数」に設定したレコード数のデータを使用して

グラフを印刷します。 

この設定は、固定のデータを使用してグラフを印刷する場合に

使用します。 
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５.２ 使用レコード数について 

 

グラフで使用するデータのレコード数を指定できます。 

データ範囲を「カスタム」に設定した場合、この設定が有効になります。 

 

５.３ 設定別の使用例 

 

データ範囲の設定を行って印刷した結果の例を示します。 

ここでは、50レコードのデータを、以下の帳票フォーマットから印刷したときの結果を、デー

タ範囲の設定別に示します。 

 

 

５.３.１ 全データの例 

 

レコード 0～20、21～40、41～50の計 3ページが印刷されます。 

グラフの内容は全てのページで同一で、50件分のデータ全てを使用してグラフが印刷されてい

ます。 

 

 

繰り返しモードで設定します 



 ５ 帳票用部品について 

  

- 28 - 
 

５
.３

 設
定
別
の
使
用
例

 

 ５.３.２ ページ連動の例 

 

レコード 0～20、21～40、41～50の計 3ページが印刷されます。 

グラフの内容はそれぞれのページで使用している範囲のデータで印刷されます。 

 

<1ページ目> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<2ページ目> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<3ページ目> 
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５.３.３ カスタムの例 

 

使用レコード数を 5にして印刷を実行します。 

レコード 0～20、21～40、41～50の計 3ページが印刷されます。 

グラフの内容は、それぞれのページの先頭 5レコード分を使用して印刷されます。 

 

<1ページ目> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<2ページ目> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<3ページ目> 
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 部品リファレンス 

 

グラフ部品のプロパティ・機能・イベントは基準線関連の項目を除き、全て共通です。 

※基準線関連のプロパティは、円グラフ、ドーナツグラフ、レーダーチャートには表示されま

せん。 

 

６.１ 画面部品 

 

画面にグラフを表示する部品です。 

 

●プロパティ 

名称    

部品の名称を指定します。 

位置    

部品を表示する位置をピクセル単位で指定します。 

サイズ   

部品のサイズを指定します。 

グラフ設定   

グラフの表示内容を設定します。 

背景色   

背景色を指定します。 

境界スタイル   

境界のスタイルを指定します。以下から選択します。 

境界線なし 境界線は表示されません。 

鎖線  

一点鎖線  

二点鎖線  

点線  

実線  

境界線の太さ   

境界線の太さを指定します。 

境界線の色   

境界線の色を指定します。 
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基準値   

基準線を表示する値を指定します。 

基準線のスタイル  

基準線のスタイルを指定します。 

境界線なし 境界線は表示されません。 

点線  

破線  

実線  

基準線の太さ   

基準線の太さを指定します。 

基準線の色   

基準線の色を指定します。 

オーバー色   

基準線を上回る系列色を指定します。 

※グラフ、横棒グラフのみ設定できます。 

アンダー色   

基準線を下回る系列色を指定します。 

※グラフ、横棒グラフのみ設定できます。 

レコード数   

データのレコード数を指定します。 

表示状態   

部品の表示状態を指定します。 

有効/無効   

部品の有効/無効状態を設定します。 

 

◇機能 

機能はありません。 

 

□イベント 

イベントはありません。 
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 ６.１.１ 系列 

 

グラフ部品の系列です。 

 

●プロパティ 

色    

系列の色を指定します。 

線種    

グラフの線の種類を指定します。以下から選択します。 

なし 線は表示されません。 

鎖線  

一点鎖線  

二点鎖線  

点線  

実線  

線の太さ   

グラフの線の太さを指定します。 

空データ描画   

系列の空データ描画を指定します。 

表示状態   

系列の表示状態を指定します。 

値表示   

系列に表示する値の表示状態を指定します。 

フォント   

系列に表示する値のフォントを指定します。 

文字色   

系列に表示する値の文字色を指定します。 

 

６.２ 帳票部品 

 

帳票にグラフを表示する部品です。 

 

●プロパティ 

名称    

部品の名称を指定します。 

位置    

部品を表示する位置をピクセル単位で指定します。 
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サイズ   

部品のサイズを指定します。 

グラフ設定   

グラフの表示内容を設定します。 

背景色   

背景色を指定します。 

境界スタイル   

境界のスタイルを指定します。以下から選択します。 

境界線なし 境界線は表示されません。 

鎖線  

一点鎖線  

二点鎖線  

点線  

実線  

境界線の太さ   

境界線の太さを指定します。 

境界線の色   

境界線の色を指定します。 

基準線   

基準線を表示する値を指定します。 

基準線のスタイル  

基準線のスタイルを指定します。 

境界線なし 境界線は表示されません。 

点線  

破線  

実線  

基準線の太さ   

基準線の太さを指定します。 

基準線の色   

基準線の色を指定します。 

オーバー色   

基準線を上回る系列色を指定します。 

※グラフ、横棒グラフのみ設定できます。 

アンダー色   

基準線を下回る系列色を指定します。 

※グラフ、横棒グラフのみ設定できます。 
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 データ範囲   

表示するデータ範囲を指定します。 

全データ 全てのデータを使用してグラフを印刷します。 

ページ連動 ページ内のデータを使用してグラフを印刷します。 

カスタム 「使用レコード数」の設定を使用してグラフを印刷します。 

 

使用レコード数  

「データ範囲」カスタムの際に使用するレコード数を設定します。 

 

◇機能 

機能はありません。 

 

□イベント 

イベントはありません。 

 

 

６.２.１ 系列 

 

グラフ部品の系列です。 

 

●プロパティ 

色    

系列の色を指定します。 

線種    

グラフの線の種類を指定します。以下から選択します。 

なし 線は表示されません。 

鎖線  

一点鎖線  

二点鎖線  

点線  

実線  

線の太さ   

グラフの線の太さを指定します。 

空データ描画   

系列の空データ描画を指定します。 

表示状態   

系列の表示状態を指定します。 
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値表示   

系列に表示する値の表示状態を指定します。 

フォント   

系列に表示する値のフォントを指定します。 

文字色   

系列に表示する値の文字色を指定します。 
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